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衆
議
院
議
員
塩
川
鉄
也
君
提
出
国
土
交
通
省
現
役
官
僚
の
天
下
り
あ
っ
せ
ん
疑
惑
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ａ
氏
の
後
任
人
事
選
定
の
経
緯
」
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
再
就
職
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
調
査
委
員
会
（

以
下
「
調
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
旧
運
輸
省
の
元
職
員
で
あ
る
Ａ
氏
（
以
下
「
Ａ
氏
」
と
い
う
。
）
が
作
成

し
た
資
料
及
び
録
音
し
た
音
声
（
以
下
「
Ａ
氏
資
料
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
時
の
国
土
交
通
審
議
官
（
現
国
土
交
通
事

務
次
官
）
、
国
土
交
通
省
海
事
局
長
、
当
時
の
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
人
事
課
長
（
以
下
「
Ｇ
課
長
」
と
い
う
。
）
及
び
Ａ

氏
の
元
勤
務
先
の
代
表
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
基
づ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
Ａ
氏
の
元
勤
務
先
の
代
表
者
が
当
該
勤

務
先
の
役
職
員
及
び
国
土
交
通
省
の
職
員
で
は
な
い
第
三
者
に
Ａ
氏
の
後
任
の
選
定
を
依
頼
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
選
定
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

Ａ
氏
資
料
等
の
内
容
と
調
査
委
員
会
に
お
け
る
Ｇ
課
長
の
説
明
内
容
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
調
査
委
員
会
に
お
い
て
、

Ａ
氏
資
料
等
及
び
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
平
成
二
十
三
年
八
月
十
九
日
付
け
の
「
再
就

職
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
調
査
報
告
」
の
と
お
り
事
実
を
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

一



な
お
、
調
査
委
員
会
は
、
Ａ
氏
に
対
し
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
出
席
及
び
調
査
委
員
会
へ
の
情
報
提
供
を

依
頼
し
た
が
、
そ
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

七
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て

特
例
民
法
法
人
の
指
導
監
督
の
立
場
か
ら
当
該
法
人
の
役
員
に
対
し
て
退
職
を
促
す
行
為
は
、
事
実
上
の
行
為
で
あ
り
、

個
別
の
事
案
に
つ
い
て
網
羅
的
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
事
案
に
応
じ
て
適
時
適
切
な
方
法
に
よ
り
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
Ｃ
氏
」
と
「
Ｄ
審
議
官
」
の
接
触
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
調
査
委
員
会
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

十
二
に
つ
い
て

任
命
権
者
は
、
職
員
の
退
職
管
理
を
行
う
ほ
か
、
懲
戒
処
分
を
行
う
権
限
を
有
す
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
の
長
と
し
て

は
職
員
の
服
務
に
つ
い
て
統
督
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
定
め

る
再
就
職
等
規
制
違
反
行
為
を
行
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
事
案
の
調
査
に
つ
い
て
も
、
一
義
的
に
は
、
任
命
権
者

が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

二



他
方
、
同
法
に
は
、
任
命
権
者
に
よ
る
調
査
に
加
え
て
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
よ
る
調
査
等
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

同
委
員
会
は
、
同
法
第
百
六
条
の
十
七
第
二
項
に
お
い
て
、
任
命
権
者
に
よ
る
調
査
の
経
過
に
つ
い
て
、
報
告
を
求
め
、
又

は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
調
査
の
実
施
に
際
し
て
は
、
任
命
権
者
に
よ
る
調
査
と
は
異

な
り
、
同
法
第
十
八
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第

百
十
条
第
一
項
の
刑
事
罰
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
証
人
喚
問
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
法
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に
よ
り
、
再
就
職
等
規
制
違
反
行
為
に
対
す
る
厳
格
な
監
視
体
制
を
整
備
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

十
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
天
下
り
あ
っ
せ
ん
疑
惑
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
委
員
会
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
法
第
百
六
条
の
十
六
に
規

定
す
る
再
就
職
等
規
制
違
反
行
為
を
行
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
は
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三


